
東
日
本
大
震
災
か
ら
一
年
、
大
学
は
変
わ
っ
た
の
か
－
ふ
フ
あ
ら
た
め
て
問
う
大
学
の
使
命

警
人
間
復
興
」
を
目
指
す
現
研
融
合
の

ー
ー
若
者
の
正
義
を
生
か
す
大
学
と
は

山
中
茂
樹
儀
関
西
学
院
大
盤
災
害
復
興
制
度
研
究
所
主
任
研
究
員

み
こ
そ
原
点

∴、・　、、　●・：二・、

一
被
災
者
責
任
と
著
者
の
正
義

「
被
災
者
費
任
」
、
あ
る
い
は
「
被
災
地
寮
任
」
と
い
う
音
楽
が
あ
る
。

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
被
災
し
た
地
域
の
人
た
ち
が
共
有
し
て
い
る
一

つ
の
災
害
文
化
だ
。
生
き
残
っ
た
者
は
、
被
災
の
体
験
・
教
訓
を
、
次

世
代
に
、
全
図
に
伝
え
る
寅
務
が
あ
る
。
お
び
た
だ
し
い
墓
標
を
前
に

誓
い
合
っ
た
「
ス
ト
レ
ッ
チ
・
タ
ー
ゲ
ッ
ト
（
汐
量
注
こ
賢
驚
t
‥
挑
戦

的
目
標
）
」
で
も
あ
る
の
関
西
学
院
大
学
が
療
災
十
年
を
機
に
災
審
復

興
制
度
研
究
所
を
創
設
し
た
の
は
、
そ
の
賓
任
を
共
に
負
い
た
い
と
の

覚
悟
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。

一
九
九
五
年
一
月
十
七
日
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
、
関
西
学
院
大

学
で
は
、
二
十
三
人
の
学
生
・
教
職
員
と
約
四
十
人
の
卒
寮
生
が
命
を

落
と
し
た
。
し
か
し
、
被
災
し
た
学
生
1
教
職
員
た
ち
は
、
発
災
わ
ず

か
四
日
目
に
し
て
「
関
西
学
院
救
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
委
眉
会
」
を
立
ち

上
げ
、
遊
離
所
で
の
食
料
配
布
や
警
備
、
炊
き
出
し
、
清
掃
、
さ
ら
に

は
チ
ビ
も
学
習
会
や
疎
開
親
子
キ
ャ
ン
プ
の
■
開
催
、
出
前
喫
茶
の
開
店
、

り
ん
ご
を
む
き
な
が
ら
被
災
者
の
悩
み
を
聴
く
メ
ン
タ
ル
ケ
ア
「
り
ん

ご
娘
」
な
ど
次
々
に
ユ
ニ
ー
ク
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
編
み
出
し
て

い
っ
た
。
ピ
ー
ク
時
の
登
録
者
数
は
実
に
二
千
五
百
人
。
そ
の
志
は
、

現
在
の
学
生
剋
級
「
ヒ
ュ
ー
マ
ン
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
」
に
受
け
継
が

れ
、
東
日
本
大
震
災
で
は
学
内
の
横
断
的
組
織
「
東
日
本
大
震
乳
復
興

支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
立
ち
上
げ
る
原
動
力
と
な
っ
た
。

今
回
の
濃
艶
発
生
か
ら
ほ
ぼ
一
カ
月
た
っ
た
新
学
期
の
四
月
八
目
、

授
業
「
災
害
復
興
学
入
門
」
の
初
回
節
義
に
は
、
な
ん
と
履
修
登
録
を

揖
し
て
い
な
い
学
生
も
含
め
六
百
人
が
押
し
か
け
、
語
義
終
了
後
に
は

数
十
人
が
教
壇
を
取
り
囲
ん
で
、
「
ど
う
し
た
ら
被
災
地
へ
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
に
行
け
る
の
か
」
と
日
々
に
問
い
か
け
る
あ
り
さ
ま
だ
っ
た
。
当

時
は
東
北
自
動
奉
遷
が
複
旧
し
て
お
ら
ず
、
原
発
事
故
の
影
響
や
行
政

か
ら
の
「
県
外
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
し
ば
ら
く
ご
遠
慮
を
」
と
い
う
誤



っ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
、
学
生
た
ち
の
焦
燥
感
は
極
限
に
達
し
っ
つ
あ
っ

た
む
　
こ
れ
に
対
し
学
院
側
は
、
院
長
を
代
表
に
「
関
西
学
院
東
日
本
大

震
災
救
護
委
員
会
」
を
忍
織
、
専
従
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
を
採
用
し
て
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
態
勢
を
整
え
る
一
方
、
先
生
方
の

中
に
は
ポ
ケ
ッ
ト
マ
ネ
ー
で
バ
ス
を
チ
ャ
ー
タ
ー
、
被
災
地
に
繰
り
込

む
支
援
も
始
ま
っ
た
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
動
き
を
「
大
学
の
社
会
賞
献
」
と
ひ
と
く
く
り

に
し
て
紹
介
す
る
こ
と
に
は
、
い
さ
さ
か
釈
然
と
し
な
い
思
い
が
し
て

い
る
¢
と
は
い
え
、
「
被
災
地
資
任
」
と
も
少
し
違
う
だ
ろ
う
。
「
被
災

地
常
任
」
と
い
う
貰
薬
に
は
、
粗
審
か
ら
の
復
興
は
自
助
努
力
・
自
力

再
建
を
原
則
と
す
る
わ
が
国
の
法
理
を
「
棄
民
だ
」
と
し
て
、
著
番
で
し

れ
は
入
関
の
国
か
』
　
の
中
で
輿
漆
申
し
立
て
を
し
た
作
家
・
散
小
田
実

に
代
表
さ
れ
る
あ
る
種
の
怨
念
が
込
め
ら
れ
て
い
る
¢
し
か
し
、
学
生

た
ち
は
十
七
年
覇
の
震
災
体
験
は
皆
無
に
近
い
。
も
っ
と
混
じ
り
げ
の

な
い
底
線
的
な
行
動
、
そ
う
「
社
会
正
義
」
と
い
う
善
業
が
〓
琴
近
い

の
で
は
な
い
か
。
ふ
と
頭
に
浮
か
ん
だ
の
が
、
今
の
若
者
文
化
に
お
い

て
は
す
っ
か
り
死
語
と
な
っ
て
い
る
、
こ
の
言
葉
だ
っ
た
。

も
ち
ろ
ん
、
当
初
は
、
原
発
事
故
に
よ
る
放
射
能
汚
染
の
懸
念
や
被

災
現
地
の
ガ
ソ
リ
ン
、
食
料
、
宿
舎
の
不
足
も
あ
っ
て
、
大
学
内
で
も

憤
塵
論
が
強
か
っ
た
飴
し
か
し
、
大
人
の
都
合
、
組
級
の
理
屈
で
若
者

た
ち
の
「
正
義
」
を
ね
じ
曲
げ
る
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
リ
ス

ク
を
避
け
る
努
力
と
工
夫
を
教
職
員
や
大
学
が
担
い
、
学
生
た
ち
も
リ

ス
ク
に
立
ち
向
か
う
覚
悟
が
必
要
だ
。
そ
の
機
運
が
し
だ
い
に
大
勢
と

な
っ
て
い
っ
た
の
は
、
一
つ
に
は
阪
神
・
淡
路
大
震
災
以
降
、
各
地
の

災
害
に
立
ち
向
か
っ
て
き
た
教
農
や
、
「
被
災
地
受
任
」
を
共
有
す
る

阪
神
問
の
N
P
O
、
N
G
O
、
復
興
リ
ー
ダ
ー
、
実
務
家
た
ち
の
支
え

が
あ
っ
た
か
ら
で
は
な
い
か
。

〓
　
運
営
理
念
は
「
共
存
同
衆
」

災
害
複
輿
制
度
研
究
所
は
、
そ
の
、
不
ツ
ト
ワ
ー
ク
ハ
ブ
の
役
割
を
担

う
。
研
究
所
の
呼
び
か
け
で
旗
揚
げ
し
た
日
本
災
審
復
興
学
会
と
共
に
、

全
国
各
地
で
災
害
復
興
と
取
り
観
む
さ
ま
ざ
ま
な
階
層
、
戦
種
、
セ
ク

タ
ー
の
人
た
ち
と
連
騰
し
、
各
被
災
地
で
生
ま
れ
た
教
訓
や
反
省
を
血

時
的
な
フ
ロ
ー
の
知
恵
で
終
わ
ら
せ
ず
、
ス
ト
ッ
ク
と
し
て
継
承
し
て

い
く
こ
と
を
大
き
を
役
割
と
し
て
い
る
。

組
織
道
営
の
基
本
理
念
は
「
共
存
同
衆
」
で
あ
る
。
「
共
存
同
衆
」

と
は
、
わ
が
国
に
お
け
る
学
会
＝
汐
C
賢
明
の
原
憩
の
山
つ
と
な
っ
た

結
社
の
こ
と
だ
。
自
由
民
橡
運
動
家
の
馬
場
巌
猪
や
塞
豪
尊
門
学
校

お
ち
の
早
稲
田
大
学
）
を
つ
く
っ
た
小
野
樺
ら
が
一
八
七
四
二
明
海
七
）

年
に
結
成
し
た
。
官
製
的
結
社
で
閉
ざ
さ
れ
た
組
織
だ
っ
た
日
本
学
士

会
院
と
は
対
橡
に
あ
り
、
当
時
と
し
て
は
珍
し
い
女
性
衆
貝
の
参
加
も

認
め
る
な
ど
広
く
門
戸
を
開
い
た
。

モ
デ
ル
と
な
っ
た
の
は
、
一
八
五
七
年
に
英
国
で
結
成
さ
れ
た
「
社

会
科
学
振
興
協
会
」
　
（
↓
h
m
Z
a
許
n
已
A
宗
宍
i
a
t
i
書
評
r
P
r
O
m
O
許
n
O
f

S
O
C
i
已
S
象
P
C
e
）
だ
。
産
業
革
命
に
よ
っ
て
生
じ
た
さ
ま
ざ
ま
な
社
会

特
集
　
東
日
本
大
霞
災
か
ら
一
年
、
大
学
は
変
わ
っ
た
の
押
て
…
…
－
●
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問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
賠
成
さ
れ
た
組
織
で
、
当
時
の
英
国
が
直
面

し
て
い
た
法
律
問
題
、
教
育
問
題
、
社
会
樅
済
問
題
、
労
働
開
港
な
ど

に
取
り
組
み
、
「
立
法
・
法
改
正
部
会
」
や
「
社
会
経
済
部
会
」
「
教
育

部
会
」
な
ど
を
置
い
て
個
別
の
テ
ー
マ
ご
と
に
議
論
を
し
た
。
副
会
長

に
女
性
を
据
え
る
な
ど
進
歩
的
で
、
ク
リ
ミ
ア
戦
争
に
従
軍
し
た
こ
と

で
も
知
ら
れ
る
肴
藩
士
・
社
会
起
業
家
の
フ
ロ
ー
レ
ン
ス
・
ナ
イ
チ
ン

ゲ
ー
ル
ら
も
在
籍
し
た
と
い
う
☆

研
究
所
が
「
共
存
伺
衆
」
を
モ
デ
ル
と
す
る
の
ほ
、
災
害
復
興
の
研

究
に
は
、
現
場
と
研
究
の
融
合
（
現
研
融
全
が
欠
か
せ
な
い
と
考
え

る
か
ら
だ
。
研
艶
者
だ
け
で
な
く
、
復
興
リ
ー
ダ
ー
や
弁
藩
士
、
ジ
ャ

ー
ナ
リ
ス
ト
、
自
治
体
職
員
、
被
災
者
ら
が
一
堂
に
会
す
る
食
閏
被
災

地
交
流
恕
会
は
、
そ
の
意
味
で
研
究
所
の
象
徴
的
最
高
機
関
で
も
あ
る
。

被
災
体
験
と
現
行
法
制
度
の
康
灘
を
見
つ
け
、
是
正
に
向
け
て
意
見
を

交
わ
す
卒
一
回
の
集
会
は
、
現
研
融
合
の
、
そ
し
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ

く
り
の
場
で
も
あ
る
。

凍
日
本
大
震
災
で
研
究
所
は
、
福
島
大
学
に
新
設
さ
れ
た
災
害
後
輿

研
究
所
と
連
携
協
定
を
緻
び
、
福
島
県
避
難
者
総
合
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
立
ち
上
げ
た
。
併
せ
て
民
間
支
援
団
体
「
富
岡
如
二
藤
発
事
故
で

懲
戒
区
域
に
設
定
さ
れ
て
い
る
）
を
応
援
す
る
お
せ
っ
か
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
」
と
共
に
、
帰
遮
困
難
区
域
に
な
る
町
の
町
外
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

「
セ
カ
ン
ド
タ
ウ
ン
」
の
建
設
を
可
能
に
す
る
漆
的
ス
キ
ー
ム
の
研
究
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。
ま
た
、
N
P
O
の
連
合
組
織
「
東
日
本
大
震
災
支
援

全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
T
J
C
N
ご
と
は
、
全
国
的
な
広
域
避
難
者
支
援
の

た
め
の
組
織
づ
く
り
を
検
討
中
だ
。
日
本
災
審
救
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
や
西
宮
滞
社
会
福
祉
協
議
会
と
は
合
同
で
、
阪
神
間
に
避

離
し
て
き
た
人
た
ち
の
現
場
支
援
を
並
行
し
て
進
め
て
い
る
。
阪
神
・

淡
路
大
震
災
で
多
く
の
県
外
避
雑
著
が
爵
流
し
、
薬
民
状
態
と
な
っ
た

こ
と
に
対
す
る
反
省
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
、
ま
さ
に
現
研
融
合
だ
。

●50朗勧／∠汐だ

三
　
研
究
理
念
は
「
人
間
の
復
興
L

運
営
理
念
が
「
共
存
伺
衆
」
な
ら
、
研
究
理
念
は
「
人
間
復
興
」
で

あ
る
。
入
間
の
復
興
と
は
∵
閉
塞
大
震
乳
の
祈
、
厚
生
経
済
学
・
福
祉

国
家
論
の
先
駆
者
で
、
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
旗
手
で
も
あ
っ
た
絃
済

学
者
の
福
田
徳
三
が
捜
唱
し
た
理
念
だ
。
福
田
は
、
「
帝
都
復
興
の
儀
」

を
掲
げ
、
理
想
的
帝
都
の
建
設
を
目
指
し
た
と
き
の
内
務
大
臣
・
後
藤

新
平
に
凝
議
を
申
し
立
て
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。
著
番
『
復
興
経
済
の

原
理
及
若
干
問
題
脇
の
率
で
、
福
田
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

「
私
は
複
輿
軍
楽
の
儀
二
は
、
人
間
の
復
興
で
な
け
れ
ば
な
ら
む

と
主
張
す
る
。
人
間
の
復
興
と
は
大
災
に
よ
っ
て
破
壊
せ
ら
れ
た
生

存
の
機
会
の
復
興
を
意
味
す
る
。
今
日
の
人
間
は
、
生
存
す
る
た
め

に
生
活
し
、
営
業
し
、
労
働
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
す
な
わ
ち
生
存
機
会

の
復
興
は
、
生
活
・
営
業
・
及
び
労
働
機
会
‡
れ
を
鎗
称
し
て
常

盤
と
い
う
）
　
の
復
興
を
意
味
す
る
。
道
路
や
建
物
は
、
こ
の
骨
盤
の

機
会
を
維
持
し
、
擁
護
す
る
道
具
立
て
に
過
ぎ
な
い
。
そ
れ
ら
を
復

興
し
て
も
本
体
た
り
実
質
た
る
常
盤
の
機
会
が
復
興
せ
ら
れ
な
け
れ



ば
何
に
も
な
ら
な
い
の
で
あ
る
」

福
田
は
、
関
東
大
勢
災
に
お
け
る
復
興
に
つ
い
て
、
表
現
を
変
え
、

青
葉
を
連
ね
、
く
ど
い
と
思
え
る
ほ
ど
「
人
的
要
件
」
の
保
証
、
す
な

わ
ち
被
災
者
に
収
入
を
得
る
道
を
与
え
る
こ
と
こ
そ
急
務
だ
と
主
張
す

る
。
遊
泳
所
、
も
し
く
は
仮
設
住
宅
に
あ
た
る
東
京
市
営
の
バ
ラ
ッ
ク

に
押
し
込
め
ら
れ
、
政
府
に
よ
っ
て
「
強
制
的
檎
民
」
で
あ
る
こ
と
を

余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
人
た
ち
に
生
を
営
む
源
泉
を
確
保
す
べ
き
で
あ

る
。
彼
ら
が
持
つ
技
能
・
熟
練
と
い
っ
た
「
無
形
の
財
物
」
を
活
用
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
こ
そ
、
震
災
に
よ
っ
て
視
察
を
受
け
た
有
形
財
物
の

損
失
を
補
え
る
と
力
説
し
た
。

高
畠
移
転
と
原
発
事
故
で
東
北
の
人
々
が
長
期
に
わ
た
っ
て
「
強
制

的
機
民
」
　
－
　
「
？
間
違
え
ば
「
棄
民
」
と
な
り
か
ね
な
い
状
態
　
－

を
強
い
ら
れ
て
い
る
兼
首
本
大
震
災
の
被
乳
現
場
に
思
い
を
は
せ
る
た

び
、
福
田
健
三
の
主
張
に
こ
そ
今
日
的
意
義
が
あ
る
。
研
究
所
も
篠
闇

に
倣
い
、
水
産
業
な
ど
鐘
業
の
再
建
支
援
を
慈
ず
急
ぐ
べ
き
だ
と
し
た

改
案
濃
首
を
、
震
災
七
日
目
の
第
∴
次
か
ら
路
次
に
わ
た
っ
て
政
府
に

届
け
た
。
同
時
に
、
福
田
の
研
究
者
で
あ
る
井
上
琢
智
関
西
学
院
大
学

学
長
と
共
著
で
『
復
興
隆
渚
の
原
理
及
若
干
問
題
』
を
復
刻
、
人
間
復

興
の
思
想
的
原
典
を
低
に
問
う
こ
と
に
し
た
。

一
方
、
扱
者
機
能
を
強
化
す
る
に
あ
た
っ
て
、
基
本
と
し
て
い
る
の
．

は
「
事
の
支
援
」
に
留
意
す
る
こ
と
だ
。
「
事
」
と
は
、
「
歩
く
エ
ン
サ

イ
ク
ロ
ペ
デ
ィ
ア
　
爪
百
科
事
典
）
」
と
の
異
名
を
と
っ
た
和
歌
山
出
身

の
博
物
学
者
で
あ
り
、
民
俗
学
者
で
あ
っ
た
南
方
熊
楠
（
一
八
六
七
～

一
九
四
一
年
）
の
造
語
で
あ
る
っ
南
方
に
よ
る
と
、
「
事
」
と
は
、
「
心
」

と
「
物
」
と
が
接
し
て
生
じ
る
人
界
の
現
象
！
つ
ま
り
、
寧
宙
が
生

ま
れ
て
か
ら
す
べ
て
の
「
事
」
は
一
度
し
か
起
き
な
い
「
今
」
だ
と
い

う
の
だ
。
被
災
者
支
援
は
、
家
を
失
え
ば
「
住
宅
再
建
支
援
」
．
と
い
う

「
物
」
の
支
援
、
災
寮
の
恐
怖
に
さ
い
な
ま
れ
て
い
れ
ば
「
ト
ラ
ウ
マ

ケ
ア
」
と
い
う
「
心
」
の
支
援
、
と
い
っ
た
よ
う
に
個
別
ば
ら
ば
ら
で

行
わ
れ
る
。

し
か
し
、
原
発
挙
故
で
避
難
を
強
い
ら
れ
た
人
た
ち
に
賠
償
金
を
支

払
う
だ
け
で
再
起
に
な
る
だ
ろ
う
か
。
健
康
管
理
や
再
就
職
支
援
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
建
な
ど
、
新
た
な
■
出
発
を
支
援
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
用
意
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
災
客
で
障
賓
を
負
っ
た
人

に
し
て
も
医
療
支
援
だ
け
で
は
済
ま
な
い
。
生
活
相
談
、
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
、
職
業
訓
練
な
ど
も
ろ
も
ろ
の
支
援
を
必
要
と
す
る
。
こ
う
い
っ

た
「
今
」
＝
「
翠
」
に
瀞
目
し
た
徽
合
的
支
援
に
着
日
し
て
支
援
メ
ニ

ュ
ー
を
組
み
立
て
て
い
く
こ
と
が
凍
め
ら
れ
る
岱

「
事
の
支
援
」
は
、
パ
ラ
色
の
未
来
を
語
る
こ
と
で
は
な
く
、
ま
ず

「
今
＝
現
状
」
を
救
う
こ
と
が
大
前
掟
と
な
る
ぺ
私
有
財
産
自
己
蜜
任
」

や
「
焼
け
太
り
を
つ
く
る
な
」
と
い
っ
た
マ
イ
ナ
ス
思
考
で
は
真
の
復

興
支
援
は
で
き
な
い
。

四
　
行
動
理
念
は
「
権
理
の
た
め
の
闘
争
」

ノ東学辟瀞

し
か
し
、
「
自
然
災
害
に
国
家
は
賓
任
が
な
い
」
と
し
て
、
国
は
災
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奮
か
ら
の
復
興
を
原
則
、
自
助
努
力
・
自
力
再
建
と
す
る
。
な
ら
ば
、

人
間
復
興
の
「
権
理
」
に
市
民
権
を
与
え
る
た
め
の
蹄
争
を
仕
掛
け
る

こ
と
が
研
究
所
の
行
動
理
念
と
な
る
。
闘
争
と
い
っ
て
も
実
力
行
使
と

い
う
意
味
で
は
当
然
な
い
。
文
筆
活
動
や
言
論
に
よ
る
、
い
わ
ば
啓
蒙

圃
争
・
思
想
臨
各
で
あ
る
。
「
棟
恕
」
は
「
権
利
」
・
で
は
な
い
。
橡
理

と
は
、
「
理
言
と
わ
り
こ
　
の
「
雅
へ
も
か
ら
こ
。
何
人
に
よ
っ
て
も

覆
さ
れ
な
い
「
法
の
理
念
」
を
意
味
す
る
む

十
八
健
紀
の
啓
蒙
思
想
家
ジ
ャ
ン
＝
ジ
ャ
ッ
ク
■
ル
ソ
ー
は
、
『
人

間
不
平
等
起
源
翰
』
の
中
で
「
人
間
は
理
性
を
授
か
っ
た
唯
一
の
動
物
」

と
規
定
し
、
理
性
は
「
安
寧
と
自
己
保
存
」
を
求
め
、
「
同
胞
が
著
し

む
こ
と
を
嫌
悪
す
る
」
。
こ
の
た
励
、
社
会
の
各
構
成
農
は
、
身
体
と

財
産
を
共
同
の
力
で
保
護
す
る
た
め
社
会
契
約
を
す
る
と
し
た
ら

ま
た
、
英
国
の
政
治
哲
学
者
ト
マ
ス
・
ホ
ッ
プ
ス
は
「
人
間
は
限
ら

れ
た
資
源
を
未
来
の
自
己
保
存
の
た
め
に
つ
ね
に
争
う
」
こ
と
に
な
る
。

つ
ま
り
「
万
人
は
万
人
に
対
し
て
狼
」
で
あ
右
か
ら
、
「
生
命
の
保
存
」

の
た
め
に
契
約
を
結
ん
で
共
通
権
力
を
形
成
す
る
と
し
た
の
災
害
復
興

は
、
ま
さ
に
こ
の
「
安
寧
と
自
己
保
存
」
「
生
命
の
保
存
」
　
の
た
め
の

契
約
を
鰭
ぶ
こ
と
な
の
だ
。

さ
ら
に
、
ド
イ
ツ
の
法
学
者
ル
ド
ル
フ
・
イ
エ
ー
リ
ン
グ
は
、
「
法

の
目
標
は
平
和
に
あ
り
、
そ
の
た
め
の
手
段
は
闘
争
で
あ
る
」
「
世
界

中
の
法
・
は
閑
い
と
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
」
と
喝
破
し
た
。
わ
が
国
の
患

法
も
約
十
二
条
で
「
自
由
及
び
権
利
」
は
「
国
民
の
不
断
の
努
力
」
が

必
薯
だ
と
し
て
い
る
。
座
し
て
権
力
の
施
し
を
待
つ
の
で
は
「
橡
埋
」

は
獲
得
で
き
な
い
の
だ
。

そ
し
て
窓
法
の
両
つ
の
目
的
は
、
「
統
治
者
を
鎖
に
つ
な
ぐ
こ
と
」

で
あ
る
8
ゆ
え
に
統
治
者
は
感
法
を
プ
ロ
グ
ラ
ム
規
定
と
し
て
遵
守
義

務
を
あ
い
ま
い
に
し
て
き
た
。
そ
こ
で
、
憲
法
と
実
嚢
法
を
つ
な
ぐ
復

興
基
本
法
が
必
要
と
考
え
、
二
〇
一
〇
年
度
に
基
本
法
譲
葉
を
発
表
し
、

世
に
問
う
こ
と
に
し
た
む
さ
ら
に
「
番
の
支
援
」
を
実
現
で
き
る
、
さ

ま
ざ
ま
な
発
受
法
の
凝
寮
を
目
指
し
て
研
究
を
進
め
て
い
る
。
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五
　
目
指
す
「
最
後
の
一
人
ま
で
」

若
者
た
ち
の
正
餐
は
美
し
い
。
し
か
し
、
美
し
い
か
ら
と
一
貰
っ
て
正

し
い
と
は
か
ざ
ら
な
い
8
将
に
災
害
復
興
は
、
理
想
的
都
市
の
建
設
を

目
指
す
統
治
者
の
復
興
論
と
、
猟
書
前
の
あ
の
日
に
帰
り
た
い
と
考
え

る
市
民
の
復
興
論
と
が
、
つ
ね
に
せ
め
ぎ
合
っ
て
い
る
。

東
日
本
大
震
災
驚
艶
当
時
の
宰
相
・
菅
直
人
は
、
発
艶
か
ら
一
カ
月

後
の
記
恕
会
見
で
「
今
回
の
こ
の
大
震
災
に
対
す
る
復
興
は
、
た
だ
元

■
に
戻
す
と
い
う
復
旧
で
あ
っ
て
ほ
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
つ
ま

り
、
新
し
い
莱
来
の
社
会
を
つ
く
っ
て
い
く
、
創
造
す
る
、
そ
う
い
う

復
興
で
な
く
て
慮
な
ら
な
い
、
こ
の
よ
う
に
思
っ
て
い
ま
す
」
と
述
べ

た
。
と
同
時
に
三
日
本
経
済
の
復
興
な
く
し
て
東
北
の
復
興
は
な
い
」

と
し
て
、
住
民
の
声
を
開
く
前
に
い
ち
早
く
高
台
移
転
を
掲
げ
、
新
成

長
戦
略
と
し
て
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
、
漁
港
集
約
と
水
産

業
へ
の
企
業
参
入
を
う
た
っ
た
。



東
北
の
復
興
を
被
災
者
の
復
興
で
は
な
く
、
日
本
中
枢
に
素
敵
す
る

「
内
国
植
民
地
と
し
て
の
復
興
」
と
位
置
づ
け
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、

と
の
指
摘
が
知
識
人
か
ら
相
次
い
だ
の
も
無
理
か
ら
ぬ
内
容
だ
っ
た
ゎ

「
シ
ョ
ッ
ク
＼
∴
ド
ク
ト
リ
ン
」
と
い
う
常
襲
が
あ
る
。
「
惨
事
便
乗

型
資
本
主
義
＝
大
惨
事
に
つ
け
込
ん
で
案
施
さ
れ
る
過
激
な
市
場
療
理

主
義
」
の
こ
と
だ
と
い
う
。
カ
ナ
ダ
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
ナ
オ
、
、
‥

ク
ラ
イ
ン
　
薯
琶
象
K
－
e
i
乙
が
著
し
た
本
の
タ
イ
ト
ル
だ
む
岩
波
書
店

の
出
し
た
同
番
の
潜
に
は
「
シ
ョ
∴
ツ
タ
・
ド
ク
ト
リ
ン
の
源
は
、
ケ
イ

ン
ズ
主
義
に
反
対
し
て
徹
底
的
な
市
場
至
上
主
義
、
規
制
撤
廃
、
民
営

化
を
主
張
し
た
ア
メ
リ
カ
の
経
済
学
者
ミ
ル
ト
ン
・
フ
リ
ー
ド
マ
ン
で

あ
り
、
過
激
な
荒
療
治
の
発
想
に
は
、
個
人
の
精
神
を
破
壊
し
て
言
い

な
り
に
さ
せ
る
「
シ
ヲ
ツ
タ
療
法
」
　
1
－
ア
メ
リ
カ
C
I
A
に
よ
る
拷
問

拳
法
が
澄
な
る
」
と
あ
る
。

同
番
は
二
〇
〇
五
年
八
月
、
ハ
リ
ケ
ー
ン
・
カ
ト
リ
ー
ナ
が
ア
メ
リ

カ
南
部
を
襲
っ
た
直
後
、
現
地
入
り
し
て
、
被
災
現
場
に
新
自
由
主
義

的
復
興
諭
が
と
ぐ
ろ
を
巻
き
始
め
て
い
た
状
況
を
紹
介
し
て
い
る
。

「
こ
れ
で
ニ
ュ
ー
オ
ー
リ
ン
ズ
の
低
所
得
者
用
公
営
住
宅
が
き
れ
い

さ
っ
ぱ
り
一
掃
で
き
た
。
わ
れ
わ
れ
の
力
で
は
と
う
て
い
無
理
だ
っ
た
。

こ
れ
ぞ
神
の
御
葦
だ
」
と
う
そ
ぶ
い
た
下
院
議
員
金
不
動
産
開
発
薬
者

は
「
こ
の
ま
っ
さ
ら
な
状
態
は
、
ま
た
と
な
い
チ
ャ
ン
ス
を
も
た
ら
し

て
く
れ
て
い
る
」
と
小
躍
り
し
、
バ
ト
ン
ル
ー
ジ
ュ
の
ル
イ
ジ
ア
ナ
州

議
会
に
は
、
こ
の
ビ
ッ
グ
チ
ャ
ン
ス
を
逃
す
ま
い
と
企
業
ロ
ビ
イ
ス
ト

た
ち
が
群
が
り
始
め
る
。
彼
ら
ロ
ビ
イ
ス
ト
た
ち
が
州
議
会
を
通
そ
う

と
し
て
い
た
の
が
、
減
税
、
規
制
蔵
和
、
低
貸
金
労
働
力
、
そ
し
て
「
よ

り
安
食
で
コ
ン
パ
ク
ト
な
都
市
」
の
構
想
。
要
す
る
に
公
営
住
宅
の
再

建
計
画
を
つ
ぶ
し
て
マ
ン
シ
ョ
ン
を
建
設
し
よ
う
と
い
う
案
だ
っ
た
と

い
う
の
だ
む

国
内
で
も
、
地
域
住
民
の
七
剣
が
非
被
災
者
に
入
れ
替
わ
っ
て
し
ま

っ
た
町
、
せ
せ
ら
ぎ
の
あ
る
理
想
的
な
復
興
を
遂
げ
た
町
は
借
家
人
の

居
場
所
が
な
く
な
っ
た
地
主
復
興
だ
っ
た
、
な
ど
外
形
だ
け
で
は
本
質

の
わ
か
ら
な
い
復
興
が
あ
ま
た
あ
る
Q

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
確
か
に
必
要
だ
。
し
か
し
、
．
そ
の
あ
と
に
く
る
復

興
の
過
程
で
寮
民
が
餐
み
出
さ
れ
な
い
よ
う
政
策
・
制
度
、
社
会
シ
ス
■

テ
ム
を
考
え
て
い
く
こ
と
は
、
大
学
に
と
っ
て
極
め
て
慶
安
な
ミ
ッ
シ

ョ
ン
だ
ろ
う
や
そ
の
た
め
に
も
、
通
年
で
災
害
復
興
学
講
座
を
設
け
、

艶
寮
か
ら
の
河
鹿
を
市
民
、
為
政
者
、
外
部
支
援
者
た
ち
、
そ
れ
ぞ
れ

の
視
点
か
ら
立
体
的
に
理
解
さ
せ
る
こ
と
に
努
め
て
い
る
。
し
か
し
、

災
審
復
興
は
、
仙
人
の
人
、
一
つ
の
家
族
、
一
つ
の
集
落
、
一
つ
の
自

治
体
を
再
生
さ
せ
る
実
に
幅
広
い
学
問
だ
。
貌
研
融
合
に
加
え
、
文
理

融
合
が
求
め
ら
れ
る
未
知
の
学
問
分
野
で
も
あ
る
。
し
か
も
、
災
害
に

は
顔
が
あ
る
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
ど
れ
一
つ
と
し
て
同
じ
災
害
は
な

い
。
当
然
、
復
興
の
道
筋
も
災
害
の
た
び
に
異
な
る
。

「
最
後
の
山
人
ま
で
」
。
阪
神
・
淡
路
天
質
災
を
経
験
し
た
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
た
ち
の
合
い
言
寮
だ
。
一
人
の
寮
民
も
出
さ
な
い
復
興
制
度
を

求
め
て
の
手
探
り
が
今
日
も
続
く
。
若
者
た
ち
の
「
正
義
」
を
形
あ
る

も
の
と
す
る
た
め
に
。
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